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心を整える



和田小学校体育館の照明LED 化
令和８年度の卒業式までの工事完了を目指す

中央公民館を解体
工事終了は令和8年 10月頃を予定
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会　期
6月５日（金）～17 日（水）

１１Point

２２Point

３３Point

一
般
会
計

議
案
審
議

９
６
７
８
万
円

補
正
予
算

６月定例会

全会一致で 可決

　
関
係
人
口
と
地
元
企
業

を
つ
な
ぐ
「
た
か
は
た
人

材
循
環
・
共
創
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
を
実
施
す
る
。

　
人
口
減
少
や
少
子
高
齢

化
に
よ
り
、
地
域
産
業
の

担
い
手
不
足
が
課
題
と

な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で

審査議案
報　告 …………… 2 件
人　事 ………… 15 件
補正予算 ………… 1 件
条　例 …………… 4 件
契　約 …………… 2 件
財産取得 ………… 1 件
請　願 …………… １件
発　議 …………… ５件

関
わ
り
か
ら
仕
事
に

つ
な
ぐ
人
材
循
環
事
業

二
拠
点
居
住
や
デ
ュ
ア
ル

ス
ク
ー
ル
な
ど
に
よ
り
関

係
人
口
の
創
出
を
進
め
て

き
た
が
、
地
域
産
業
や
雇

用
と
の
結
び
付
き
が
十
分

で
な
い
こ
と
か
ら
、
関
係

人
口
を
「
関
わ
り
」
か
ら

「
仕
事
」
へ
と
つ
な
ぐ
仕

組
み
を
つ
く
る
。

　
事
業
期
間
は
令
和
８
年

度
か
ら
10
年
度
ま
で
の
３

年
間
。
地
元
企
業
の
受
け

入
れ
体
制
整
備
、
大
学
生

参
加
型
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
、
高
校
生
ス
タ
デ
ィ
ツ

ア
ー
、
企
業
と
の
マ
ッ
チ

ン
グ
体
制
づ
く
り
、
首
都

圏
向
け
の
情
報
発
信
な
ど

を
進
め
る
。

　
地
域
内
外
の
人
材
が
継

続
的
に
関
わ
る
仕
組
み
を

つ
く
り
、
将
来
的
な
就
業
、

二
拠
点
居
住
、
移
住
に
つ

な
げ
る
。

　
和
田
小
学
校
体
育
館
の

照
明
は
経
年
劣
化
が
進
み
、

現
在
は
半
分
程
度
が
点
灯

し
て
い
な
い
状
態
と
な
っ

て
い
る
。
さ
ら
に
、
交
換

用
ラ
ン
プ
の
流
通
も
な
く

な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

和
田
小
学
校
体
育
館
の

照
明
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
な
ど

１
０
０
９
万
円

審査議案
補正予算 ………… 1 件
条　例 …………… ２件
契　約 …………… 2 件
財産取得 ………… 1 件

会　期　４月２８日（火）

全会一致で 可決

４月臨時会

たかはた人材循環・共創プロジェクト
地域外の人材が町内企業と継続的に関わり、将来的な就業
や移住につながる流れをつくる
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既
存
の
灯
具
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
灯

具
に
付
け
替
え
る
。

　
今
回
の
工
事
に
よ
り
、

照
明
の
長
寿
命
化
と
省
エ

ネ
を
図
り
、
令
和
８
年
度

の
卒
業
式
ま
で
の
完
了
を

目
指
す
。

　
な
お
、
予
算
の
大
半
は

和
田
小
学
校
体
育
館
の
Ｌ

Ｅ
Ｄ
化
に
充
て
ら
れ
、
そ

の
他
は
各
小
学
校
の
維
持

修
繕
費
と
し
て
使
わ
れ
る
。

問
　
小
中
学
校
の
照
明
Ｌ

Ｅ
Ｄ
化
に
つ
い
て
、
更
新

前
後
の
電
気
量
や
電
気
料

金
の
削
減
効
果
、
脱
炭

素
化
推
進
債
の
仕
組
み
、

国
・
県
補
助
金
の
有
無
は

ど
う
か
。

答
　
電
気
料
金
は
毎
月
の

請
求
額
に
よ
り
把
握
し
て

お
り
、
更
新
後
に
比
較
で

き
る
。
脱
炭
素
化
推
進
債

は
事
業
費
の
９
割
ま
で
借

り
入
れ
で
き
、
残
り
は
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
等
導

入
推
進
基
金
の
取
り
崩
し

で
賄
う
。
国
・
県
補
助
金

の
活
用
予
定
は
な
い
。
蛍

光
灯
管
の
生
産
終
了
に
伴

い
、
学
校
施
設
の
維
持
管

理
の
面
か
ら
も
、
今
後
は

Ｌ
Ｅ
Ｄ
灯
具
で
更
新
す
る
。

電
気
量
の
削
減
効
果
は
確

認
し
、
報
告
す
る
。

　
７
年
度
に
実
施
し
た
子

育
て
世
帯
へ
の
支
援
で
、

対
象
児
童
１
人
に
つ
き

２
万
円
を
１
回
限
り
支
給

す
る
も
の
。
８
年
３
月
31

日
ま
で
に
生
ま
れ
た
児
童

も
対
象
と
な
る
た
め
、
今

年
３
月
以
降
の
申
請
見
込

み
１
３
５
人
分
を
計
上
す

る
。
す
で
に
支
給
を
受
け

た
世
帯
に
、
追
加
で
支
給

す
る
も
の
で
は
な
い
。

　
秋
冬
に
予
定
す
る
接
種

で
、
対
象
は
７
年
度
と
同

じ
く
、
65
歳
以
上
の
方
と
、

60
歳
か
ら
64
歳
ま
で
の
う

ち
心
臓
・
腎
臓
・
呼
吸
器

の
機
能
障
害
、
ま
た
は
ヒ

ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に

よ
る
免
疫
機
能
障
害
が
あ

り
、
身
体
障
害
者
手
帳
１

級
相
当
の
方
と
す
る
。

　
接
種
料
は
１
回
当
た
り

１
万
５
６
０
０
円
程
度

を
見
込
み
、
町
が
半
額

の
７
８
０
０
円
を
助
成

す
る
。
自
己
負
担
額
は

７
８
０
０
円
程
度
。
対
象

者
約
７
９
０
０
人
の
15
％

に
当
た
る
１
１
８
５
人
の

接
種
を
見
込
む
。
使
用
す

る
ワ
ク
チ
ン
の
詳
細
は
、

国
か
ら
情
報
が
示
さ
れ
次

第
、
議
会
に
報
告
す
る
。

問
　
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ

ン
接
種
に
つ
い
て
、
安
全

性
を
検
証
し
な
い
ま
ま
進

め
て
よ
い
の
か
。
ま
た
、

接
種
を
判
断
す
る
た
め
の

情
報
提
供
に
つ
い
て
、
県

や
国
と
相
談
す
る
機
会
を

設
け
る
考
え
は
。

答
　
国
は
接
種
を
進
め
る

方
針
で
あ
り
、
町
に
は
安

全
性
を
点
検
す
る
機
関
が

な
い
た
め
、
国
の
方
針
に

沿
っ
て
進
め
る
。
接
種
す

る
か
ど
う
か
は
本
人
の
判

断
と
な
る
。
安
全
性
な
ど

に
つ
い
て
国
か
ら
情
報
が

示
さ
れ
た
場
合
は
、
医
療

機
関
や
町
民
に
情
報
提
供

を
行
う
。

　
第
60
回
を
迎
え
る
青
竹

ち
ょ
う
ち
ん
ま
つ
り
で
、

８
月
16
日
ド
ロ
ー
ン
ア
ー

ト
を
実
施
す
る
。

　
町
の
夜
空
に
ド
ロ
ー
ン

を
飛
ば
し
、
町
公
式
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
「
た
か
っ
き
・

は
た
っ
き
」
や
高
畠
町
の

象
徴
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
な
ど

を
光
で
描
く
。

　
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、

ふ
る
さ
と
納
税
制
度
を
活

用
し
た
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン

デ
ィ
ン
グ
に
取
り
組
み
、

60
回
記
念
の
夜
を
彩
る
。

条

　

 

例

産
業
セ
ン
タ
ー
に

入
居
施
設
を
追
加

補正予算
一般会計１億４１３万円増額
総額134億6414万円に

▲夜空にドローンアートを！

３
７
５
万
円

夏
ま
つ
り
で

ド
ロ
ー
ン
ア
ー
ト

２
７
０
万
円

子
育
て
応
援
手
当

９
２
４
万
円

定
期
予
防
接
種
業
務

　
高
畠
町
産
業
振
興
セ
ン

タ
ー
の
会
議
室
を
入
居
施

設
と
し
て
新
た
に
１
室
を

追
加
し
、
使
用
料
を
定
め

る
必
要
が
あ
る
た
め
提
案

［主な支出］

・関わりから仕事につなぐ人材循環事業  　9678万円

・和田小学校体育館の照明のLED化など　 1009万円

・子育て応援手当　　　　　　　　　　　 　270万円

・定期予防接種業務　　　　　　　　　 　　924万円
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契

　

 

約

ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー

西
側
の

側
道
の
舗
装
工
事

　
近
隣
市
町
と
の
均
衡
を

図
る
た
め
、
水
道
基
本
料

金
制
度
を
改
正
す
る
。
水

道
の
使
用
を
中
止
し
た
場

合
、
こ
れ
ま
で
は
使
用
中

止
期
間
で
あ
っ
て
も
毎
月

基
本
料
金
を
徴
収
し
て
い

た
。
改
正
後
は
、
使
用
中

止
期
間
は
基
本
料
金
を
徴

収
し
な
い
。
た
だ
し
、
中

止
の
届
出
が
な
い
場
合
は
、

こ
れ
ま
で
ど
お
り
基
本
料

金
を
徴
収
す
る
。

　
ま
た
、
月
の
途
中
で
水

道
の
使
用
を
開
始
・
中
止
・

廃
止
し
た
場
合
、
使
用
日

数
が
15
日
を
超
え
な
い
と

き
は
、
こ
れ
ま
で
「
基
本

料
金
の
２
分
の
１
＋
水
量

料
金
」
と
し
て
い
た
が
、

改
正
後
は
水
量
料
金
の
み

と
な
る
。

令
和
８
年
７
月
１
日
施
行

水
道
基
本
料
金
制
度

を
見
直
し

町
税
条
例
を
改
正

　
地
方
税
法
等
の
一
部
改

正
に
伴
い
、
高
畠
町
税
条

例
を
改
正
す
る
。

　
主
な
改
正
内
容
は
、
軽

自
動
車
税
環
境
性
能
割
の

廃
止
に
伴
う
改
正
、
公
的

年
金
等
受
給
者
の
扶
養
親

族
等
申
告
書
の
提
出
義
務

の
範
囲
の
見
直
し
、
固
定

資
産
税
の
免
税
点
の
改
正
、

特
定
暗
号
資
産
取
引
に
係

る
課
税
の
見
直
し
な
ど
。

令
和
８
年
４
月
１
日
施
行

◦
金
　
額

　
　
７
３
７
０
万
円

　
な
お
、
こ
の
区
間
は
８

年
４
月
１
日
か
ら
９
年
６

月
30
日
ま
で
通
行
止
め
と

な
る
。

中
央
公
民
館
を
解
体

さ
れ
た
。
追
加
さ
れ
た
入

居
施
設
使
用
料
は
、
同
規

模
の
入
居
施
設
と
同
額
の

２
万
４
０
０
０
円
。

　
な
お
、
会
議
室
は
全
て

廃
止
さ
れ
た
。

令
和
８
年
７
月
１
日
施
行

問
　
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー

１
０
４
号
室
に
入
居
予
定

が
あ
る
と
の
こ
と
だ
が
、

開
放
施
設
と
し
て
の
役
割

は
必
要
な
い
の
か
。
今
後

は
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー

ス
を
活
用
す
る
形
に
な
る

の
か
。

答
　
会
議
室
は
１
時
間

２
０
０
円
で
利
用
で
き
る

よ
う
条
例
で
定
め
て
い
た

が
、
実
際
の
利
用
者
が
い

な
い
状
況
だ
っ
た
。
今
後

は
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー

ス
を
活
用
し
て
も
ら
う
こ

と
と
し
、
会
議
室
を
削
る

形
と
し
た
。

問
　
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー

１
０
４
号
室
の
電
気
料
や

水
道
料
は
、
入
居
す
る
事

業
者
の
負
担
と
な
る
の
か
。

答
　
水
道
料
と
電
気
料
は
、

面
積
や
入
居
人
数
な
ど
を

も
と
に
算
定
し
、
各
事
業

所
か
ら
負
担
し
て
も
ら
う
。

　
除
雪
体
制
を
維
持
す
る

　
東
北
中
央
自
動
車
道
の

西
側
の
側
道
（
町
道
上
在

家
上
寝
鹿
線
）
の
舗
装
工

事
の
請
負
契
約
を
締
結
す

る
。

◦
契
約
先

　
　
ヤ
マ
ザ
キ
建
設
㈱

　
中
央
公
民
館
の
解
体
工

事
に
つ
い
て
、
請
負
契
約

を
締
結
す
る
。

◦
契
約
先

　
　
大
浦
工
業
㈱

◦
金
　
額

　
　
１
億
５
４
０
０
万
円

▲歩道用のロータリー

和
田
小
学
校
に

新
ス
ク
ー
ル
バ
ス

財
産
取
得

除
雪
ロ
ー
タ
リ
ー
車

を
更
新

た
め
、
除
雪
ロ
ー
タ
リ
ー

車
を
購
入
す
る
。

◦
購
入
先

　
　
昭
和
建
機
㈱

　
　
　
　
　
（
山
形
市
）

◦
金
　
額

　
　
１
６
２
４
万
円

　
和
田
小
学
校
の
ス
ク
ー

ル
バ
ス
と
し
、
マ
イ
ク
ロ

バ
ス
１
台
を
購
入
す
る
。

◦
購
入
先

　
　
㈲
入
間
モ
ー
タ
ー
ス

◦
金
　
額
　
９
５
６
万
円

2026.7.20 －５－

　
高
畠
小
学
校
屋
内
運
動

場
へ
の
空
調
設
備
設
置
に

伴
い
、
断
熱
性
確
保
工
事

の
請
負
契
約
を
締
結
す
る
。

◦
契
約
先

　
　
羽
山
総
合
建
設
㈱

◦
契
約
金
額

　
　
７
４
８
０
万
円

　
旧
和
田
保
育
園
の
解
体

工
事
に
つ
い
て
、
請
負
契

約
を
締
結
す
る
。

◦
契
約
先

　
　
ヤ
マ
ザ
キ
建
設
㈱

◦
契
約
金
額

　
　
５
２
８
０
万
円

　
高
畠
町
固
定
資
産
評
価

審
査
委
員
会
委
員
が
、 

令
和
８
年
７
月
20
日
を

も
っ
て
任
期
満
了
と
な
る

こ
と
か
ら
、
次
の
者
を
選

任
す
る
こ
と
に
同
意
し
た
。

佐
藤
　 

健 

氏
（
高
畠
）

　
高
畠
町
農
業
委
員
会
委

員
が
令
和
８
年
７
月
19
日

を
も
っ
て
任
期
満
了
と
な

る
こ
と
か
ら
、
次
の
者
を

任
命
す
る
こ
と
に
同
意
し

高
畠
小
運
動
場
の

断
熱
性
確
保
工
事

旧
和
田
保
育
園
を
解
体

人 

　事

固
定
資
産
評
価
審
査

委
員
の
選
任

農
業
委
員
会
委
員
　

14
人
を
任
命

た
。

佐
藤 

泰
彦 

氏
（
高
畠
）

髙
梨 

義
崇 

氏
（
高
畠
）

長
澤 

広
幸 

氏
（
二
井
宿
）

嶋
津 

功
美 

氏
（
屋
代
）

齋
藤 

真
徳 

氏
（
屋
代
）

横
山 

裕
一 

氏
（
屋
代
）

栗
田 

亮
一 

氏
（
亀
岡
）

羽
賀 

正
勝 

氏
（
亀
岡
）

戸
田 

雅
弘 

氏
（
和
田
）

高
橋
　 

稔 

氏
（
和
田
）

猪
野 

崇
裕 

氏
（
和
田
）

佐
藤 

純
子 

氏
（
和
田
）

萩
原 

拓
重 

氏
（
糠
野
目
）

丹
野 

雄
史 

氏
（
糠
野
目
）

　「
核
兵
器
禁
止
条
約（
Ｔ

Ｐ
Ｎ
Ｗ
）
へ
の
日
本
政
府

の
署
名
と
批
准
を
求
め
る

意
見
書
の
提
出
に
つ
い

て
」
の
請
願
が
提
出
さ
れ

た
。

◦
請
願
者

　
平
和
憲
法
を
守
る
高
畠

　
町
連
絡
会
　
共
同
代
表

　
二 

宮  

隆 

一 

氏

◦
紹
介
議
員

　
武
田
正
隆 

議
員

全
会
一
致
を
も
っ
て
採
択

※
請
願
内
容
の
詳
細
は
10

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

核
兵
器
禁
止
条
約

　
　
に
関
す
る
請
願

※
農
業
委
員
と
は
？

　
農
業
委
員
は
、
農
地

の
売
買
や
貸
借
、
転
用

な
ど
の
申
請
を
審
査
し
、

農
地
が
適
正
に
利
用
さ

れ
る
よ
う
調
整
す
る
役

割
を
担
う
。

　
ま
た
、
地
域
の
農
地

利
用
状
況
を
把
握
し
、

遊
休
農
地
の
発
生
防
止

や
解
消
、
担
い
手
へ
の

農
地
集
積
・
集
約
化
を

推
進
す
る
ほ
か
、
農
業

者
か
ら
の
相
談
に
も
応

じ
て
い
る
。

　
さ
ら
に
、
農
地
パ
ト

ロ
ー
ル
な
ど
を
通
じ
て

現
場
の
状
況
を
確
認
し
、

地
域
の
実
情
に
応
じ
た

農
業
振
興
に
取
り
組
む

な
ど
、
地
域
農
業
と
農

地
を
守
る
身
近
な
相
談

役
と
し
て
重
要
な
役
割

を
果
た
し
て
い
る
。

請

　

 

願
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特集特集
まちの声

聞かせておごえ！
町民インタビュー

　年間 1000万円程度を町から拠出している高畠高校へ
の就学支援金事業ですが、効果は限定的だと感じています。
目先の現金給付を見直し、高畠町の医療基盤や食農文化と
いう強みを生かした「独自の学科創設」に税金を使うべき
ではないでしょうか。例えば地域医療を担う看護・介護等
を学ぶ地域医療コース、スマート農業や情報発信を学ぶＩ
Ｔ専門学科など、若者が地域に根ざして学べる実践的な学
科です。地域の医療機関や農業法人、企業と密接に連携し
て、美しい「まほろばの里」の豊かな資源を教科書に、「こ
こで学び、活躍したい」と思える教育環境があれば、町外
からも生徒が集まるはずです。「一時的な支援から、未来
の担い手が地域で輝く基盤づくり」へと大きく舵を切り、
本質的な教育投資への転換を望みます。

　「買うものは高いな～、売るものは安くてよ～」
こんな会話が頻繁に聞かれるこの頃。テレビをつければ、
トランプ大統領やクマ被害のニュース。身の回りではスマ
ホとにらめっこ。
　私は還暦過ぎの年代なので、昔は平和だったなとしみじ
み思うこの頃です。
　まほろばの里高畠町は素晴らしい歴史と文化遺産があ
り、多くの働き者が住む町だと思います。しかし、ここか
らいかに現代から未来へ新たな歴史を創るかが重要ではな
いでしょうか。少子化、若者減少、米価をはじめとする農
業問題等、各分野においても課題が山積みかと思います。
その課題を、小さな声を、弱者の声を聴き逃さず町政に届
けてほしいと強く願っています。
　他の自治体では不可能なことも、高畠町だからこそでき
ることがあるはずです。こんな時代に一筋の光を放ってほ
しいものです。どうか関係者の皆様方、一歩でも二歩でも
踏み出して住みよい高畠町をお築き願います。
　「今が一番幸せだな～」の声が聞こえて来るように。

小
こ ば や し

林 茂
しげ

則
のり

 さん 屋代地区（６0代）

町民の声を反映
　　　 　そして実践

太
お お

田
た

新
し ん

治
じ

 さん 高畠地区（６0代）

「ここで学びたい」と
　　 思える高畠高校へ

　私は、若者にとって活気あふれる高畠町にしてほしいと
思います。
　私には子どもが３人おり、１人は大学生、２人は高校生
です。子どもたちを見ていると、若い世代が「この高畠町
に住みたい」「この高畠町で働きたい」と思える環境が大
切だと思います。そのため、カフェや商業施設、気軽に集
まれるイベントスペースなどがあればなと思います。また、
若い世代が新しい事に挑戦できるよう、就職支援や地域で
の活動の場を充実させることも必要だと思います。
　若者が集まり、夢や目標を持って過ごせる高畠町になれ
ばと思います。希望のあるまちづくりを願っています。

　犬や猫にまつわる伝説がある高安地区に、やすらぎの郷
公園が2022年９月にオープンし、ペットの納骨堂がある。
　ペットを飼うことがブームになっている中、慰霊の場と
してはもちろんのこと、ペットが集う場所になってほしい
と、運営委員会が立ち上がり管理を始めた。
　しかし、当初の計画と異なり納骨堂の利用が伸び悩んで
いる。2026年６月末現在の利用は98件で、主に米沢、
長井、山形が多く、高畠は１４件にとどまっている。
　また、空きスペースの利用としての火葬炉やドッグラン、
メモリアルパークなど公園整備などを考えていたが、採算
面への不安があり、こちらも進んでいない。
　飼い主が安心してペットを慰霊できる体制と環境整備を
することが必要と思われる。
　犬の宮・猫の宮という地域の資源を維持し、活性化につ
なげていくためには、町と連携し多くの人を呼び込む策を
探って、収益化を進め、保存会を含めアイデアを出しなが
ら進めていかなくてはいけない。

佐
さ

藤
とう

美
み

喜
き

子
こ

 さん 高畠地区（６0代）

やすらぎの郷公園の
　　　　　環境整備を

大
おお

浦
うら

護
もり

簡
ひろ

 さん 和田地区（５0代）

活気あふれるまちに
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本
年
６
月
か
ら
、
定
例
会
初

日
に
町
民
憲
章
を
唱
和
す
る
こ

と
と
し
た
。

　
町
民
憲
章
は
共
同
の
誓
い
と

し
て
昭
和
54
年
11
月
３
日
に
制

定
さ
れ
た
。

議
会
で
町
民
憲
章

議
会
で
町
民
憲
章

唱
和
を
開
始

唱
和
を
開
始

議会運営委員会
ってなに？

Ａ
Ｑ 議会運営委員会は、何をする委員会ですか？

議会を円滑に進めるための話し合いを行う委員会です。
定例会や臨時会の会期、本会議の進め方、提出された議案の取り扱いなど、議会全体に関わることを協議します。
また、会議規則や委員会に関する条例など、議会のルールに関することも調査・審査します。
議会全体の運営に関わる重要な事項を話し合うため、議会の中心的な役割を担う委員会です。

Ａ
Ｑ 具体的には、どんなことを話し合っていますか？

本会議や委員会をどのように進めるか、議案をどのように扱うかなどを話し合っています。
◦定例会や臨時会の日程の調整
◦本会議や各委員会の開催日程の調整
◦提出された議案の取り扱い

議会をスムーズに進めるため、事前に必要な調査を行っています。

Ａ
Ｑ 最近は、どんなことを話し合いましたか？

議会のさらなる活性化に向けて、
「議会活性化調査特別委員会」の設置について話し合いました。

これまでも、議会運営委員会では、議員間討議の重要性を確認しながら、
議会の活性化と町民の負託に的確に応える議会を目指して取り組んできました。
さらに議会の在り方を調査研究するため、「議会活性化調査特別委員会」の設置を提案し、
６月議会から設置しました。

このメンバーに加えて関陽介議長、武田修副議長も毎回委員会に出席しています。

秋葉 晶子 　　　　　菊地 英雄 　 　　　平　誠 / 木村 雅博 / 青柳　貴 / 金子 睦夫委員長 副委員長 委　員

議会運営委員会の構成

◦会議の進め方に関するルールの確認
◦会議関係条例や会議規則などの調査・検討

一
、
自
然
と
歴
史
を
大
切
に
し
、

　
　調
和
の
あ
る
ま
ち
を
つ
く

　
　り
ま
す
。

一
、
か
ら
だ
を
き
た
え
温
か
い

　
　心
を
育
て
、
生
き
が
い
の

　
　あ
る
ま
ち
を
つ
く
り
ま
す
。

一
、
誇
り
と
喜
び
を
も
っ
て
働

　
　き
、
活
力
の
あ
る
ま
ち
を

　
　つ
く
り
ま
す
。

一
、
た
が
い
に
学
び
合
い
文
化

　
　を
高
め
、
知
性
の
あ
る
ま

　
　ち
を
つ
く
り
ま
す
。

一
、
郷
土
を
愛
し
若
い
力
を
伸

　
　ば
し
、
希
望
の
あ
る
ま
ち

　
　を
つ
く
り
ま
す
。
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総 務
産 業

産 業 振 興

委員会レポート

　
令
和
８
年
３
月
に
策
定

さ
れ
た
「
第
２
次
　
高
畠

町
中
小
企
業
・
小
規
模
企

業
振
興
計
画
」
の
中
で
、

高
畠
町
の
産
業
の
強
み
に
、

「
農
業
、
食
品
工
業
」
に

関
連
す
る
も
の
が
挙
げ
ら

れ
て
い
る
。

　
よ
り
一
層
の
産
業
振
興

を
図
る
た
め
、
現
状
を
把

握
し
、
さ
ら
な
る
可
能
性

や
課
題
に
つ
い
て
委
員
会

で
調
査
研
究
し
た
。

　
こ
の
中
で
、
地
元
の
食

品
加
工
業
２
社
を
訪
問
し
、

意
見
交
換
の
機
会
を
得
た
。

う
ち
１
社
に
つ
い
て
は
、

実
際
の
製
造
工
程
の
現
場

を
視
察
し
た
。

　
訪
問
し
た
２
社
と
も
に
、

地
元
農
産
物
を
よ
り
多
く

確
保
し
て
商
品
化
し
た
い

と
の
希
望
は
あ
る
が
、
通

年
で
質
量
と
も
に
安
定
し

た
農
産
物
を
得
る
こ
と
は

難
し
く
、
県
内
外
や
海
外

の
産
地
に
頼
ら
ざ
る
を
得

な
い
と
の
こ
と
だ
っ
た
。

　
ま
た
、
直
接
生
産
者
か

ら
農
産
物
を
買
い
付
け
る

に
も
課
題
が
多
く
、
集
荷

業
者
や
一
次
加
工
業
者
の

存
在
が
必
要
に
な
っ
て
く

る
こ
と
。
一
方
で
、
自
社

で
農
産
物
を
栽
培
す
る
企

業
も
一
部
存
在
す
る
が
、

実
現
に
は
課
題
も
多
い
こ

と
も
分
か
っ
た
。

　
以
上
、
今
回
の
地
元
農

産
物
を
使
用
し
た
食
品
加

工
分
野
の
拡
大
に
つ
い
て

は
、
幾
つ
も
の
課
題
が
あ

り
、
具
体
的
な
振
興
策
を

進
め
る
上
で
の
障
害
と

な
っ
て
い
る
実
態
が
明
ら

町内企業
現地視察

　
昭
和
40
年
創
業
の
漬
物

メ
ー
カ
ー
。
「
山
形
の
だ

し
」
「
お
み
漬
け
」
等
の

郷
土
の
漬
物
を
製
造
・
販

売
し
て
い
る
。

　
顧
客
ニ
ー
ズ
に
よ
る
新

商
品
の
開
発
や
、
コ
ー
ル

ド
チ
ェ
ー
ン
（
低
温
物

流
）
の
普
及
に
よ
り
冷
凍

食
品
の
割
合
が
増
え
た
。

中
で
も
老
人
施
設
関
連
へ

の
冷
凍
総
菜
は
主
力
商
品

で
あ
る
。

　
原
材
料
と
な
る
国
内
農

産
物
の
ほ
と
ん
ど
が
一
次

加
工
済
み
で
あ
る
。
県
内

産
農
産
物
は
一
部
の
季
節

物
等
を
除
い
て
少
な
い
が
、

で
き
れ
ば
安
定
し
た
品
質

と
量
を
供
給
し
て
も
ら
え

る
取
引
先
が
欲
し
い
と
の

三
和
漬
物
食
品
㈱

５
月
13
日
㈬

代
表
取
締
役

鈴
木
尚
彦
氏

製
造
現
場
説
明

　
営
業
部
　
鈴
木
氏

　
開
発
部
　
見
寺
氏

　
品
質
管
理
部
　
中
込
氏

　
昭
和
62
年
創
業
、
ジ
ャ

ム
、
ゼ
リ
ー
、
ド
レ
ッ
シ

ン
グ
等
の
農
産
加
工
食
品

の
製
造
・
販
売
を
し
て
お

り
、
自
社
ブ
ラ
ン
ド
商
品

の
製
造
・
販
売
と
、
Ｐ
Ｂ
・

Ｏ
Ｅ
Ｍ
受
託
を
一
貫
体
制

代
表
取
締
役
社
長

福
島
真
吾
氏

こ
と
。

　
従
業
員
54
人
に
う
ち
半

数
近
く
が
外
国
人
で
あ
り

人
材
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が

進
ん
で
い
る
。
彼
ら
の
生

活
環
境
を
整
え
る
た
め
、

近
隣
に
居
住
用
ア
パ
ー
ト

を
建
て
た
。

か
に
な
っ
た
。

　
今
後
、
こ
れ
ら
の
課
題

に
対
し
て
ど
の
よ
う
に
進

め
て
い
く
か
、
生
産
者
、

関
係
団
体
、
行
政
関
係
も

含
め
て
、
調
査
研
究
を
進

め
る
必
要
が
あ
る
こ
と
。

そ
し
て
、
行
政
視
察
等
も

併
せ
な
が
ら
、
引
き
続
き

協
議
す
る
こ
と
と
し
た
。

㈱
た
か
は
た
フ
ァ
ー
ム

５
月
13
日
㈬

で
行
っ
て
い
る
。

　
従
業
員
数
は
59
人
、
全

員
が
日
本
人
で
あ
る
。

　
で
き
る
だ
け
地
元
農
産

物
を
使
い
た
い
が
、
物
に

よ
っ
て
は
安
定
し
た
品
質

と
量
を
確
保
で
き
な
い
状

況
で
あ
る
こ
と
。
地
元
農

産
物
の
使
用
を
拡
大
す
る

に
は
、
集
荷
業
者
や
一
次

加
工
業
者
が
必
要
で
あ
る

と
の
認
識
で
あ
る
。

　
ま
た
、
「
た
か
は
た
ブ

ラ
ン
ド
」
等
の
認
証
制
度

を
発
展
さ
せ
、
高
畠
町
自

体
が
ブ
ラ
ン
ド
と
認
め
ら

れ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
が

必
要
と
の
こ
と
で
あ
る
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

　
こ
の
度
は
、
当
委
員
会

の
視
察
を
受
け
入
れ
て
い

た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
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委員会レポート

厚 生
文 教

高畠病院運営

教 育 環 境

　
高
畠
中
学
校
陸
上
ト
ラ

ッ
ク
の
ナ
イ
タ
ー
設
備
に

つ
い
て
は
、
設
置
可
能
な

環
境
が
整
備
さ
れ
て
い
る

も
の
の
、
現
在
は
移
動
式

照
明
設
備
に
よ
る
対
応
と

な
っ
て
い
る
。

　
児
童
生
徒
の
競
技
力
向

上
と
教
育
環
境
の
充
実
を

図
る
観
点
か
ら
、
ナ
イ

タ
ー
設
備
整
備
に
つ
い
て

検
討
を
進
め
て
い
く
。
　

ま
た
、
熊
対
策
や
不
審
者

対
策
に
つ
い
て
は
、
学
校

施
設
の
施
錠
管
理
や
来
校

者
確
認
な
ど
、
安
全
確
保

に
向
け
た
取
り
組
み
が
実

施
さ
れ
て
い
る
。

　
不
登
校
児
童
生
徒
へ
の

支
援
に
つ
い
て
は
、
ス
テ

ッ
プ
ル
ー
ム
を
中
心
と
し

た
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て

お
り
、
学
習
し
て
い
る
生

徒
は
出
席
扱
い
と
な
り
、

教
科
担
任
に
よ
る
授
業
も

実
施
さ
れ
て
い
る
。

　
家
庭
環
境
や
経
済
的
課

題
な
ど
複
合
的
な
要
因
を

抱
え
る
ケ
ー
ス
も
多
く
、

児
童
生
徒
本
人
と
、
そ
の

家
族
へ
の
支
援
を
含
め
、

関
係
機
関
が
連
携
し
た
包

括
的
支
援
体
制
の
さ
ら
な

る
充
実
を
求
め
て
い
く
。

　
小
学
校
再
編
に
つ
い
て

は
、
町
で
は
今
後
２
年
間

で
方
向
性
を
整
理
し
、
地

域
住
民
や
保
護
者
へ
の
説

明
を
行
い
な
が
ら
検
討
を

進
め
る
方
針
で
あ
る
。

　
丁
寧
な
説
明
と
合
意
形

成
に
努
め
、
児
童
に
と
っ

て
望
ま
し
い
教
育
環
境
の

確
保
を
求
め
る
。

地 域 福 祉

　
高
齢
化
の
進
展
に
伴
い
、

独
居
高
齢
者
世
帯
お
よ
び

高
齢
者
夫
婦
世
帯
が
増
加

し
て
お
り
、
見
守
り
や
生

活
支
援
の
重
要
性
が
高

ま
っ
て
い
る
。

　
町
で
は
、
除
雪
費
助
成

や
通
院
支
援
、
移
動
販
売

事
業
の
実
施
に
加
え
、
重

層
的
支
援
体
制
整
備
事
業

を
中
心
と
し
、
福
祉
・
医

療
・
地
域
が
連
携
し
た
支

援
を
進
め
て
い
る
。

　
ま
た
、
民
生
委
員
・
児

童
委
員
や
老
人
福
祉
相
談

員
、
見
守
り
協
力
事
業
者

等
に
よ
る
見
守
り
活
動
も

行
わ
れ
て
い
る
。

　
一
方
で
、
除
雪
支
援
に

お
け
る
利
用
者
負
担
の
増

加
や
、
独
居
高
齢
者
等
の

孤
立
防
止
、
見
守
り
活
動

の
担
い
手
不
足
、
そ
し
て

移
動
手
段
の
確
保
な
ど
が

課
題
と
な
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
特
殊
詐
欺
や
ロ

マ
ン
ス
詐
欺
等
へ
の
不
安

も
高
ま
っ
て
お
り
、
被
害

防
止
対
策
の
強
化
が
求
め

ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
を

踏
ま
え
、
重
層
的
支
援
体

制
に
よ
る
包
括
的
な
支
援

の
さ
ら
な
る
充
実
を
図
る

と
と
も
に
、
除
雪
支
援
制

度
や
移
動
支
援
の
在
り
方

に
つ
い
て
検
討
を
深
め
る

必
要
が
あ
る
。

　
ま
た
、
地
域
の
見
守
り

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
強
化
や

相
談
体
制
の
充
実
を
図
り
、

高
齢
者
を
は
じ
め
移
動
や

生
活
に
不
安
を
抱
え
る
方

が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地

域
づ
く
り
を
推
進
す
べ
き

で
あ
る
。

　
高
畠
病
院
で
は
、
地
域

包
括
ケ
ア
病
棟
を
中
心
に

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
機

能
を
重
視
し
た
医
療
を
提

供
し
て
お
り
、
眼
科
や
整

形
外
科
の
診
療
体
制
の
維

持
、
内
科
常
勤
医
師
の
確

保
に
向
け
た
取
り
組
み
が

進
め
ら
れ
て
い
る
。

　
一
方
で
、
人
口
減
少
や

受
診
者
数
の
減
少
に
加
え
、

職
員
給
与
費
比
率
の
上
昇

や
医
業
収
支
比
率
の
低
下

な
ど
、
病
院
経
営
を
取
り

巻
く
環
境
は
厳
し
さ
を
増

し
て
い
る
。

　
ま
た
、
医
師
確
保
や
待

ち
時
間
の
改
善
、
医
療
資

材
や
薬
剤
価
格
の
高
騰
へ

の
対
応
、
高
齢
者
世
帯
の

増
加
に
伴
う
医
療
・
介
護

ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
も
課
題

と
な
っ
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
高

畠
病
院
の
特
色
で
あ
る
地

域
包
括
ケ
ア
病
棟
と
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
機
能
を

生
か
し
な
が
ら
、
安
定
し

た
医
療
提
供
体
制
の
維
持

と
医
師
確
保
に
引
き
続
き

取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。

　
ま
た
、
経
営
強
化
プ
ラ

ン
の
検
証
を
進
め
、
経

営
改
善
と
持
続
可
能
な
病

院
運
営
を
図
る
と
と
も
に
、

医
療
・
介
護
・
福
祉
の
連

携
を
強
化
し
、
医
療
機
能

の
確
保
に
努
め
る
べ
き
で

あ
る
。

　
さ
ら
に
、
人
口
減
少
や

医
療
需
要
の
変
化
を
見
据

え
、
将
来
を
展
望
し
た
病

院
の
在
り
方
に
つ
い
て
も

検
討
を
深
め
る
必
要
が
あ

る
。
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核兵器禁止条約（ＴＰＮＷ）への日本政府の署名と
批准を求める意見書

意見書の提出

　１９４５年に第二次世界大戦が終了して８１年が経過した。日本では広島、長崎に原子爆
弾が投下され未曽有の被害を被った。戦争の悲惨さを知る世代が少なくなる中、世界では
核兵器を背景に他国に脅威を与え領土を拡張する動きが頻発している。
　核兵器は、ひとたび使用されれば無差別に多数の人命を奪い、長期にわたり放射線被害
者をもたらす非人道的な兵器であり、国際人道法の精神にも反するものである。被爆地・
広島、長崎で日本人をはじめアメリカ人、中国人、朝鮮人が経験した惨禍は、核兵器の非
人道性とその使用がもたらす壊滅的影響を世界に示した。
　２０１７年、国連において「核兵器禁止条約（Treaty on the Prohibition of Nuclear 
Weapons：TPNW）が採択され、２０２１年に発効した。本条約は、核兵器の開発、保有、
使用及びその威嚇を包括的に禁止し、被爆者支援や環境回復を含め、核兵器のない世界に
向けた国際社会の重要な一歩である。現在、本条約に９９の国と地域が署名し、７４の国と
地域が批准している。核兵器廃絶に向けた国際規範が着実に広がっている。
　一方、日本は、世界唯一の戦争被爆国でありながら、未だに本条約に署名・批准してい
ない。核兵器の惨禍を経験した国として、核兵器廃絶に向け先頭に立つべき歴史的・道義
的責任がある。
　地方自治体は、住民の生命・安全・平和な暮らしを守る立場から、国の平和政策に対し
て意見を表明する重要な役割を担っている。市町村議会が、核兵器のない世界を求める意
思を明確に示し、日本政府に対し核兵器禁止条約への署名及び批准を求める意見書を提出
することは、国民世論を反映し、平和外交を後押しする意義深い取組である。山形県では
すでに 25 の市町村が核兵器禁止条約（TPNW）への日本政府の署名と批准を求めるよう
意見書を提出している。

　以上の趣旨を踏まえ、日本政府として核兵器禁止条約（TPNW）への署名・批准する
よう地方自治法第９９条の規定により、意見書を提出いたします。

　令和８年６月１７日

　　衆 議 院 議 長　　森　　　英　介　殿
　　参 議 院 議 長　　関　口　昌　一　殿
　　内閣総理大臣　　高　市　早　苗　殿
　　外 務 大 臣　　茂　木　敏　充　殿

山形県高畠町議会議長　　関　　　陽　介　
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町長　改めて検討が必要な時期にきている

公共施設の踏み込んだ
再評価と実行が必要では

竹
たけ

田
だ

正
まさ

樹
き

　議員

一 般 質 問

動
画
配
信
は
こ
ち
ら
か
ら

▲解体が進められている中央公民館

問
　
今
後
の
財
源
制
約
を

踏
ま
え
る
と
、
公
共
施
設

の
踏
み
込
ん
だ
再
評
価
と
、

そ
の
評
価
に
基
づ
く
実
行

が
必
要
で
は
な
い
か
と
考

え
る
が
、
町
の
認
識
は
。

答
　
将
来
の
公
共
施
設
は

ど
う
あ
る
べ
き
か
、
改
め

て
検
討
が
必
要
な
時
期
に

来
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。

町
公
共
施
設
等
総
合
管
理

計
画
の
内
容
も
踏
ま
え
、

令
和
10
年
度
の
個
別
施
設

計
画
の
見
直
し
に
向
け
検

討
を
進
め
る
。

問
　
今
後
、
公
共
施
設
に

施
設
改
編
時
の
住
民

へ
の
合
意
形
成
手
段

再
編
や
機
能
移
転
、
除
却

を
含
む
見
直
し
が
必
要
と

な
っ
た
場
合
、
施
設
の
利

用
者
や
地
域
住
民
な
ど
の

利
害
関
係
者
に
対
し
て
、

ど
の
よ
う
に
合
意
形
成
を

図
っ
て
い
く
考
え
な
の
か
。

答
　
公
共
施
設
再
編
等
の

検
討
結
果
は
、
そ
の
内
容

に
も
よ
る
が
重
要
な
事
項

が
あ
る
場
合
は
、
ま
ち
づ

く
り
懇
談
会
な
ど
の
機
会

を
捉
え
て
町
民
の
皆
さ
ま

に
説
明
し
、
合
意
形
成
を

図
っ
て
い
く
。

問
　
少
子
化
の
進
行
に
よ

り
、
ス
ポ
少
の
人
数
要
件

を
満
た
せ
な
く
な
る
団
体

が
今
後
増
え
、
子
ど
も
た

ち
の
ス
ポ
ー
ツ
機
会
が
縮

小
す
る
恐
れ
が
あ
る
こ
と

に
つ
い
て
ど
う
考
え
る
か
。

答
　
少
子
化
の
進
行
に

よ
っ
て
団
員
数
も
減
少
し

て
い
け
ば
、
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
を
取
り
巻
く
環
境
も

大
き
く
変
わ
る
。
今
後
の

状
況
を
注
視
し
て
対
応
し

た
い
。

問
　
活
動
実
態
が
子
ど
も

の
た
め
の
も
の
で
あ
る
に

子
ど
も
た
ち
の

　
ス
ポ
ー
ツ
機
会

縮
小
の
恐
れ

も
か
か
わ
ら
ず
、
ス
ポ
少

か
ら
外
れ
た
時
点
で
施
設

使
用
料
の
10
割
減
免
が
受

け
ら
れ
な
く
な
る
現
在
の

運
用
は
妥
当
か
。
ま
た
ス

ポ
少
以
外
で
あ
っ
て
も
、

一
定
の
公
共
性
、
教
育
性
、

継
続
性
を
備
え
た
社
会
教

育
団
体
を
10
割
減
免
の
対

象
と
す
る
仕
組
み
や
、
元

ス
ポ
少
団
体
に
対
す
る
経

過
措
置
を
検
討
す
る
考
え

は
な
い
か
。

答
　
減
免
基
準
に
つ
い
て

は
明
確
な
線
引
き
が
必
要

で
あ
り
、
よ
り
公
共
性
の

強
い
組
織
・
団
体
を
10
割

減
免
と
し
て
い
る
現
在
の

運
用
は
妥
当
で
あ
る
と
考

え
る
。

　
な
お
、
団
員
数
が
10
人

以
下
に
な
っ
た
と
し
て
も
、

一
定
の
要
件
で
団
の
登
録

を
継
続
し
て
い
る
経
過
も

あ
る
の
で
、
団
の
事
情
等
、

相
談
に
応
じ
な
が
ら
丁
寧

に
対
応
し
た
い
。
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伊
い

澤
ざわ

良
よし

治
はる

　議員町長室に
なぜカギが必要なのか

一 般 質 問

動
画
配
信
は
こ
ち
ら
か
ら

▲開かれた町長室に

問
　
新
庁
舎
に
な
っ
て
、

町
長
室
に
行
く
の
に
鍵
が

か
か
り
職
員
が
開
け
な
い

と
入
っ
て
い
け
な
い
状
態

と
な
っ
て
い
る
。

町長　安全管理上セキュリティエリア内にあるため

　
以
前
の
よ
う
に
職
員
に

断
り
許
可
を
得
れ
ば
い
い

と
考
え
る
が
、
何
か
不
都

合
な
理
由
は
あ
る
の
か
。

　「
い
つ
で
も
町
民
に
開

か
れ
た
町
長
室
」
を
継
続

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
　
新
庁
舎
は
、
防
犯
や

安
全
管
理
の
都
合
上
、
町

長
室
は
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
エ

リ
ア
内
に
あ
る
。
「
開
か

れ
た
町
長
室
」
は
町
民
と

の
対
話
を
重
視
し
た
い
私

自
身
の
心
構
え
を
述
べ
た

も
の
で
あ
る
た
め
、
ご
用

の
際
は
、
気
兼
ね
な
く
お

越
し
い
た
だ
き
た
い
。

問
　
ま
ち
づ
く
り
懇
談
会

は
年
一
回
、
各
地
区
で
開

催
さ
れ
て
い
る
。

　
多
く
の
町
民
が
参
加
し
、

ま
ち
づ
く
り
へ
の
思
い
や

意
見
が
出
さ
れ
、
今
後
の

ま
ち
づ
く
り
に
つ
な
が
っ

て
い
け
れ
ば
と
考
え
る
。

　
開
催
場
所
や
回
数
を
増

や
す
な
ど
、
町
民
が
参
加

し
や
す
く
し
、
町
民
の
町

政
参
加
を
さ
ら
に
図
っ
て

い
く
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
　
今
後
の
ま
ち
づ
く
り

懇
談
会
は
、
参
加
し
や
す

い
雰
囲
気
づ
く
り
や
、
意

見
し
づ
ら
い
方
の
た
め
の

ご
意
見
箱
を
当
日
設
置
す

る
な
ど
、
町
民
の
意
見
を

よ
り
「
聴
く
」
仕
組
み
を

取
り
入
れ
な
が
ら
、
充
実

し
た
内
容
で
の
開
催
を
検

討
す
る
。

問
　「
日
本
一
」
と
い
う
目

標
は
魅
力
的
で
は
あ
る
が
、

目
標
達
成
に
は
町
民
参
加
、

町
民
の
意
欲
が
極
め
て
重

要
で
あ
る
。

　
具
体
的
に
何
を
目
標
に
、

ど
う
取
り
組
ん
で
い
く
の

か
、
さ
ら
に
ど
の
よ
う
な

こ
と
を
達
成
し
た
場
合
、

目
標
達
成
と
い
う
の
か
。

　
町
民
が
「
理
解
」
し

「
意
欲
」
が
高
ま
る
こ
と

が
大
事
で
は
な
い
か
。

答
　「
日
本
一
　

人
を
育
て

る
ま
ち
」
と
は
、
人
が
育

ち
、
町
が
育
つ
「
循
環
」

の
仕
組
み
を
創
り
出
す
決

意
を
広
く
内
外
に
表
明
し

た
も
の
で
あ
る
。
「
日
本

一
」
の
根
拠
に
つ
い
て
は
、

客
観
的
な
デ
ー
タ
に
基
づ

き
評
価
で
き
る
適
正
な
指

標
の
設
定
に
つ
い
て
検
討

を
進
め
て
い
る
。

問
　
町
の
将
来
を
担
う
若

者
に
大
い
に
期
待
す
る
も

の
で
す
。

　
町
内
だ
け
で
な
く
町
外
、

県
外
で
働
く
、
学
ぶ
若
者

や
学
生
に
呼
び
か
け
、
若

者
が
求
め
る
テ
ー
マ
で
交

流
し
学
び
合
う
場
が
求
め

ら
れ
て
い
る
と
考
え
る
が
。

答
　
成
人
式
実
行
委
員
は
、

研
修
を
通
し
て
リ
ー
ダ
ー

の
資
質
も
高
め
て
い
る
。

町
人
財
育
成
塾
の
卒
塾
生

に
つ
い
て
も
、
将
来
リ
ー

ダ
ー
を
担
っ
て
ほ
し
い
。

　
集
落
で
は
、
実
践
を
通

し
て
若
い
人
を
育
て
て
い

く
こ
と
が
大
事
。
様
々
な

機
会
を
創
っ
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

「
ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
」

　の
検
討
が
必
要
で
は

　「
日
本
一
　人
を
育
て

　
る
ま
ち
」
と
は

若
者
の

交
流
と
学
び
の
場
を
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町長　９００万円で維持管理を行う

町道の敷砂利予算は
直
なお

島
しま

義
よし

友
とも

　議員

一 般 質 問

動
画
配
信
は
こ
ち
ら
か
ら

問
　
大
谷
地
地
域
の
道
路

は
、
未
だ
に
沈
下
す
る
な

ど
軟
弱
な
地
盤
で
、
多
く

の
敷
砂
利
が
必
要
で
あ
る
。

町
の
敷
砂
利
予
算
は
ど
の

程
度
か
。

　
ま
た
、
維
持
管
理
は
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

答
　
敷
砂
利
の
予
算
に
つ

い
て
は
、
毎
年
９
０
０
万

円
を
計
上
し
て
い
る
。

　
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
道
路
に

つ
い
て
は
、
ア
ス
フ
ァ
ル

ト
で
修
繕
を
行
い
、
砂
利

道
に
つ
い
て
は
、
今
後
も

敷
砂
利
で
維
持
管
理
を

行
っ
て
い
く
。

問
　
町
道
の
敷
砂
利
予
算

額
は
、
毎
年
、
ほ
ぼ
同
額

で
予
算
計
上
し
て
い
る
。

敷
砂
利
作
業
の
費
用
が
上

が
れ
ば
敷
砂
利
の
数
量
は

少
な
く
な
る
。
と
な
る
と
、

▲大谷地の町道幅２ｍ

行
政
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
は

年
々
低
下
す
る
の
で
は
な

い
か
。

答
　
従
来
の
敷
く
頻
度
は

２
年
に
１
回
だ
っ
た
が
、

費
用
が
上
昇
し
た
た
め
、

３
年
に
１
回
に
変
更
し
た
。

今
後
、
費
用
が
上
が
れ
ば

予
算
額
を
検
討
す
る
余
地

は
あ
る
。

問
　
敷
砂
利
補
充
工
事
を

こ
れ
ま
で
２
年
ご
と
に

行
っ
て
い
た
が
、
３
年
ご

と
に
変
更
し
た
理
由
は
。

　
耕
作
者
は
２
年
ご
と
を

希
望
し
て
い
る
。

答
　
敷
砂
利
の
予
算
は
例

年
９
０
０
万
円
を
計
上
し

て
い
る
が
、
年
々
資
材
単

価
や
労
務
費
等
の
上
昇
に

よ
り
、
地
区
ご
と
３
年
に

一
回
の
申
請
と
し
て
い
る
。

た
だ
し
、
砂
利
道
の
凹
凸

が
激
し
い
箇
所
に
つ
い
て

は
、
申
請
が
あ
れ
ば
現
地

を
確
認
し
敷
砂
利
の
対
応

を
と
っ
て
い
く
。

問
　
世
界
で
も
早
く
か
ら

パ
ソ
コ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト

端
末
を
授
業
に
導
入
し
て

き
た
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
は
、

子
ど
も
の
学
力
低
下
に
つ

な
が
る
の
で
は
と
、
紙
の

教
材
に
見
直
す
こ
と
に

な
っ
た
。

　
こ
う
し
た
問
題
に
つ
い

て
、
町
内
の
小
中
学
校
で

は
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て

い
る
か
。

答
　
紙
の
教
科
書
や
ノ
ー

ト
を
使
わ
な
く
な
る
こ
と

は
な
い
。
低
学
年
で
は
読

む
力
、
書
く
力
を
高
め
る

た
め
紙
の
教
材
を
重
視
し
、

高
学
年
以
降
は
タ
ブ
レ
ッ

ト
や
デ
ジ
タ
ル
教
材
を
学

習
充
実
の
手
段
と
し
て
活

用
し
て
い
る
。

　
今
後
も
発
達
段
階
に
応

じ
、
紙
と
デ
ジ
タ
ル
の
効

果
的
な
併
用
を
検
討
す
る
。

問
　
ネ
ッ
ト
上
で
の
い
じ

め
に
は
、
交
流
サ
イ
ト
が

悪
影
響
を
与
え
て
い
る
と

の
報
道
が
あ
る
。

　
当
町
の
ネ
ッ
ト
上
で
の

い
じ
め
の
実
態
や
、
児

童
・
生
徒
に
ど
の
よ
う
に

指
導
し
て
い
る
か
。

答
　
ネ
ッ
ト
上
の
い
じ
め

は
、
町
内
の
学
校
で
も
確

認
し
て
い
る
。
特
に
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
を
初

め
て
持
っ
た
と
き
に
発
生

し
や
す
い
。

　
ネ
ッ
ト
に
関
す
る
研
修

会
を
実
施
し
て
未
然
防
止

を
図
り
、
発
生
時
の
相
談

体
制
を
と
る
な
ど
し
て
い

る
ほ
か
、
関
係
機
関
の
協

力
に
よ
り
情
報
の
把
握
に

努
め
て
い
る
。

ネ
ッ
ト
上
の

い
じ
め
対
応
は

敷
砂
利
補
充
工
事
の

変
更
理
由
は

デ
ジ
タ
ル
教
材
を

紙
の
教
材
に
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一 般 質 問

動
画
配
信
は
こ
ち
ら
か
ら

町長　県の導入に合わせ周知していく

佐
さ

藤
とう

純
じゅん

子
こ

　議員「耳で聴く
ハザードマップ」の導入を

▲誰もが利用しやすい「耳で聴くハザードマップ」

問
　
災
害
時
に
お
い
て
、

視
覚
障
害
者
や
高
齢
者
が

迅
速
に
避
難
情
報
を
取
得

で
き
る
体
制
は
極
め
て
重

要
で
あ
る
。
音
声
に
よ
る

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
「
耳
で

聴
く
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」
、

ま
た
避
難
所
に
お
け
る

「
災
害
時
用
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
ボ
ー
ド
」
の

町
の
導
入
に
つ
い
て
の
考

え
は
。

答
　「
耳
で
聴
く
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
」
は
県
の
導
入

に
合
わ
せ
、
周
知
し
て
い

く
。
災
害
時
と
い
う
状
況

を
考
慮
す
れ
ば
、
「
災
害

時
用
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
ボ
ー
ド
」
の
有
効
性
は

大
き
く
、
既
に
導
入
し
て

い
る
自
治
体
の
事
例
な
ど

を
参
考
に
、
導
入
に
向
け

て
進
め
て
い
く
。

問
　
現
在
の
点
字
投
票
や

代
理
投
票
の
周
知
状
況
、

ま
た
投
票
時
の
支
援
体
制

は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い

る
の
か
。
今
後
「
投
票
用

紙
記
入
補
助
具
」
を
導
入
、

さ
ら
に
、
音
声
コ
ー
ド
や

や
窓
口
案
内
な
ど
、
情
報

保
障
の
観
点
か
ら
も
有
効

と
考
え
る
が
、
本
町
と
し

て
導
入
に
つ
い
て
の
考
え

は
。

答
　
町
民
ニ
ー
ズ
を
把
握

し
、
ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た
音

声
ガ
イ
ド
シ
ス
テ
ム
の
導

入
費
用
や
活
用
で
き
る
補

助
金
を
確
認
し
な
が
ら
、

導
入
の
必
要
性
も
含
め
検

討
し
て
い
く
。

問
　
視
覚
障
が
い
を
持
つ

方
の
白
杖
歩
行
な
ど
を
指

導
す
る
「
歩
行
訓
練
士
」

ま
た
、
外
出
時
に
必
要
な

情
報
提
供
や
移
動
支
援
を

行
う
「
同
行
援
護
」
の
人

材
不
足
が
課
題
と
な
っ
て

い
る
。
当
町
で
の
支
援
の

現
状
と
今
後
の
人
材
確

保
・
育
成
の
考
え
は
。

　
ま
た
、
県
の
「
山
形
ラ

イ
ト
ハ
ウ
ス
構
想
」
と
の

連
携
を
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
か
。

答
　
同
行
援
護
を
提
供
し

て
い
る
事
業
所
が
少
な
く
、

今
後
、
利
用
者
が
増
え
た

場
合
に
人
材
が
不
足
す
る

課
題
が
あ
る
。

　
山
形
ラ
イ
ト
ハ
ウ
ス
構

想
は
、
体
制
整
備
に
合
わ

せ
、
情
報
提
供
と
周
知
を

図
っ
て
い
く
。

問
　
視
覚
障
が
い
の
方
々

が
安
全
に
横
断
歩
道
を
利

用
で
き
る
よ
う
、
国
で
は

エ
ス
コ
ー
ト
ゾ
ー
ン
設
置

指
針
を
示
し
て
い
る
が
町

内
の
整
備
状
況
は
。

　
ま
た
、
公
共
施
設
周
辺

に
お
け
る
点
字
ブ
ロ
ッ
ク

の
劣
化
や
途
切
れ
に
つ
い

て
、
点
検
・
修
繕
状
況
と

今
後
の
整
備
方
針
は
。

答
　
エ
ス
コ
ー
ト
ゾ
ー
ン

の
設
置
に
つ
い
て
は
、
警

察
・
公
安
委
員
会
の
判
断

と
な
る
が
、
町
で
設
置
し

た
箇
所
は
な
い
。

　
点
字
ブ
ロ
ッ
ク
の
点
検

は
、
道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
の

際
に
、
目
視
で
確
認
し
て

い
る
。
破
損
し
て
い
る
箇

所
は
随
時
修
繕
し
て
い
く
。

今
後
の
整
備
方
針
は
な
い
。

福
祉
の
観
点
か
ら

考
え
る
投
票
環
境

読
み
上
げ
対
応
な
ど
情
報

保
障
拡
充
に
つ
い
て
の
考

え
は
。

答
　
点
字
投
票
や
代
理
投

票
に
つ
い
て
は
、
選
挙
の

た
び
に
、
町
広
報
や
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
通
じ
て

周
知
し
て
い
る
。
ま
た
、

各
投
票
所
に
は
点
字
用
の

投
票
用
紙
や
点
字
機
を
配

備
し
て
お
り
、
代
理
投
票

の
際
に
は
、
必
ず
２
人
の

事
務
従
事
者
で
対
応
し
て

い
る
。

　
「
投
票
用
紙
記
入
補
助

具
」
に
つ
い
て
は
、
導
入

し
て
い
く
。
引
き
続
き
、

障
が
い
の
あ
る
方
々
を
含

む
全
て
の
有
権
者
が
安
心

し
て
投
票
で
き
る
環
境
整

備
を
進
め
て
い
く
。

問
　
視
覚
障
害
者
の
方
々

が
役
場
や
公
共
施
設
を
安

心
し
て
利
用
で
き
る
よ
う
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
活
用

し
た
音
声
案
内
シ
ス
テ
ム

「
ナ
ビ
レ
ン
ス
」
を
導
入

す
る
自
治
体
が
増
え
て
い

る
。
施
設
内
の
移
動
支
援

福
祉
支
援
の
人
材
確

保
・
育
成
に
つ
い
て

点
字
ブ
ロ
ッ
ク
等
の

整
備
に
つ
い
て

「
ナ
ビ
レ
ン
ス
」の

　
　
　導
入
に
つ
い
て

被
害
者
等
支
援
条
例
を
制

定
し
、
犯
罪
被
害
者
の
支

援
を
行
っ
て
い
る
。

問
　
町
で
は
、
多
種
多
様

な
災
害
、
防
災
情
報
伝
達

を
行
っ
て
い
る
。
関
係
機

関
と
連
携
し
、
更
に
情
報

ツ
ー
ル
を
強
化
し
て
ほ
し

秋
あき

葉
ば

晶
あき

子
こ

　議員 町政運営で
特に力を入れることは

▲初老部隊で草刈りを（二井宿・大滝川）
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一 般 質 問

動
画
配
信
は
こ
ち
ら
か
ら

町長　特に農業の活性化を進めていく

問
　
さ
ま
ざ
ま
な
地
方
財

政
へ
の
ダ
メ
ー
ジ
を
見
据

え
、
基
金
の
活
用
や
国
、

県
へ
の
要
望
活
動
が
必
要

不
可
欠
で
あ
る
。

　
町
長
が
力
を
入
れ
る

「
人
口
減
少
対
策
」
「
若

者
の
育
成
」
「
産
業
振

興
」
を
ど
の
よ
う
に
推
進

し
て
い
く
の
か
。

答
　
人
口
減
少
対
策
は
、

移
住
定
住
や
関
係
人
口
の

増
加
等
、
人
口
減
少
に
対

応
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
て
い
く
。

　
若
者
の
育
成
は
、
リ
ー

ダ
ー
経
営
人
財
育
成
塾
等

に
よ
り
、
若
者
の
リ
ー

ダ
ー
が
育
っ
て
い
く
環
境

の
整
備
を
進
め
て
い
く
。

　
産
業
振
興
は
、
特
に
町

の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業

の
活
性
化
を
進
め
て
い
く
。

問
　
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置

は
犯
罪
に
対
す
る
大
き
な

抑
止
力
と
な
る
。
令
和
７

年
度
に
は
商
店
街
を
対
象

に
補
助
事
業
を
実
施
し
、

47
台
増
設
し
て
い
る
。
今

後
、
町
道
や
通
学
路
へ
の

設
置
の
考
え
は
。

　
ま
た
、
ド
ラ
イ
ブ
レ
コ

ー
ダ
ー
活
用
の
効
果
は
。

答
　
町
で
は
、
現
段
階
で

は
増
設
す
る
考
え
は
な
い

が
、
県
警
で
行
う
予
定
の

防
犯
用
品
購
入
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
を
町
で
も
周
知
し

て
い
き
た
い
。

　
ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー

は
、
交
通
安
全
を
主
た
る

目
的
と
す
る
が
、
防
犯
面

に
お
い
て
も
一
定
の
効
果

は
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

問
　
近
年
多
発
し
て
い
る

特
殊
詐
欺
や
空
き
巣
な
ど

を
未
然
に
防
ぐ
た
め
の
啓

発
活
動
を
ど
の
よ
う
に
し

て
い
る
か
。

　
ま
た
、
犯
罪
被
害
者
に

対
す
る
町
の
対
応
は
。

答
　
特
殊
詐
欺
や
空
き
巣

対
策
と
し
て
、
高
畠
交
番

等
か
ら
注
意
喚
起
の
回
覧

チ
ラ
シ
を
広
報
と
一
緒
に

発
行
し
て
い
る
ほ
か
、
警

察
庁
推
奨
の
詐
欺
対
策
ア

プ
リ
の
普
及
に
努
め
て
い

る
。

　
町
で
は
５
年
度
に
犯
罪

い
と
思
う
が
。

答
　
国
、
県
、
町
の
防
災

情
報
等
に
つ
い
て
は
、
継

続
的
に
、
町
広
報
や
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
町
公
式

ラ
イ
ン
等
で
周
知
す
る
こ

と
と
し
て
お
り
、
災
害
時

の
情
報
ツ
ー
ル
と
し
て
平

時
か
ら
認
識
し
、
有
事
の

際
に
適
切
な
防
災
行
動
が

で
き
る
よ
う
、
関
係
機
関

と
連
携
し
な
が
ら
今
後
も

取
り
組
ん
で
い
く
。

問
　
河
川
や
用
水
路
な
ど

の
環
境
整
備
を
し
て
い
く

中
で
、
管
理
責
任
を
明
確

に
し
、
安
全
確
保
や
パ
ト

ロ
ー
ル
な
ど
町
か
ら
の
サ

ポ
ー
ト
が
必
要
と
感
じ
る

が
、
取
り
組
み
状
況
は
。

答
　
準
用
河
川
は
町
が
管

理
し
、
普
通
河
川
は
地
元

に
管
理
を
お
願
い
し
て
い

る
。
年
々
人
口
減
少
に
よ

り
水
路
の
管
理
が
で
き
な

い
こ
と
理
解
し
て
い
る
。

近
隣
市
町
の
状
況
を
調
査

し
今
後
の
対
応
を
検
討
し

て
い
く
。

有
効
的
な
防
犯
整
備
を

犯
罪
被
害
を

防
ぐ
た
め
に

多
岐
に
わ
た
る

災
害
時
の
対
応
は

水
害
を

軽
減
す
る
た
め
に

ぜひＬＩＮＥアプリの登録を

ＬＩＮＥ

ＬＩＮＥアプリの
登録必要
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一 般 質 問

動
画
配
信
は
こ
ち
ら
か
ら

町長　継続的な町民サービス向上の実現である

菊
きく

地
ち

英
ひで

雄
お

　議員行政マネジメント改革
そのねらいは

▲町民サービス向上に向け、職員意識の改革を

問
　
人
口
減
少
や
財
政
状

況
の
厳
し
さ
と
と
も
に
、

複
雑
化
、
多
様
化
す
る
行

政
課
題
に
対
応
し
、
町
も

職
員
能
力
が
発
揮
で
き
る

組
織
づ
く
り
が
求
め
ら
れ

て
い
る
。

　
町
が
示
し
た
「
行
政
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
改
革
基
本
方

針
」
策
定
で
、
当
初
考
え

て
い
た
成
果
と
は
何
か
。

答
　
当
初
考
え
て
い
た
目

標
は
、
「
持
続
可
能
な
高

畠
町
、
持
続
可
能
な
役

場
」
で
あ
り
、
職
員
が
心

身
共
に
健
康
で
働
き
が
い

を
感
じ
、
効
率
的
か
つ
生

産
的
に
業
務
を
遂
行
で
き

る
職
場
環
境
を
整
備
し
、

継
続
的
に
町
民
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
を
実
現
す
る
こ
と

で
あ
る
。

問
　
３
月
の
質
問
で
、
町

長
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
「
職

員
全
体
に
十
分
に
浸
透
し

て
い
る
と
は
ま
だ
言
え
な

い
」
と
言
わ
れ
た
。

　
一
方
的
周
知
に
留
ま
ら

ず
、
職
員
の
悩
み
や
想
い

等
も
受
け
止
め
、
双
方
向

で
目
指
す
方
針
の
理
解
が

深
ま
る
よ
う
、
ど
う
工
夫

し
て
き
た
の
か
。

答
　
こ
の
改
革
は
、
全
職

員
が
方
向
性
を
共
有
し
、

一
体
感
を
持
っ
て
チ
ャ
レ

ン
ジ
す
る
こ
と
が
重
要
と

考
え
て
い
る
。

　
こ
れ
か
ら
の
取
り
組
み

と
し
て
は
、
職
員
の
考
え

や
思
い
を
し
っ
か
り
と
受

け
止
め
、
双
方
向
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
工

夫
を
し
て
い
く
。

問
　
公
務
員
定
年
の
延
長

制
度
に
伴
い
、
町
職
員
も

退
職
年
齢
65
歳
ま
で
段
階

的
に
引
き
上
げ
ら
れ
る
。

　
特
に
管
理
職
は
60
歳
役

職
定
年
で
課
長
補
佐
級
に

降
格
な
る
が
、
年
度
に

よ
っ
て
、
ま
た
人
物
に
よ

っ
て
、
ラ
イ
ン
職
や
ラ
イ

ン
外
に
配
置
さ
れ
る
な
ど

一
貫
性
が
な
い
の
で
は
。

答
　
定
年
延
長
職
員
の
配

置
に
つ
い
て
は
、
組
織
の

運
営
に
お
い
て
も
重
要
な

要
素
で
あ
り
、
職
員
の
モ

チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
や
業
務
効

率
に
大
き
な
影
響
を
与
え

る
こ
と
か
ら
、
現
在
は
、

こ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た
経

験
を
生
か
し
、
部
下
職
員

の
育
成
に
力
を
発
揮
し
て

も
ら
う
た
め
、
係
長
以
上

の
職
員
は
ラ
イ
ン
職
と
し

て
配
置
し
て
い
る
。

問
　
法
律
で
導
入
が
義
務

付
け
ら
れ
て
い
る
人
事
評

価
だ
が
、
町
職
員
等
は
住

民
サ
ー
ビ
ス
の
担
い
手
と

し
て
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応

え
る
た
め
単
純
に
評
価
で

き
ず
、
職
員
間
の
連
携
力

が
不
可
欠
と
思
う
。

　
現
状
は
ど
う
運
用
し
、

処
遇
格
差
を
生
じ
る
人
事

評
価
を
ど
う
改
革
し
て
い

く
考
え
で
い
る
の
か
。

答
　
本
町
の
人
事
評
価
制

度
は
、
職
員
が
自
ら
の
成

長
目
標
を
待
ち
、
達
成
感

を
得
る
こ
と
が
で
き
る
と

と
も
に
、
業
務
に
対
す
る

理
解
が
深
ま
る
こ
と
を
目

指
し
て
い
る
。
心
理
的
安

全
性
を
損
な
う
こ
と
の
な

い
制
度
運
用
に
向
け
、
現

場
の
実
情
や
職
員
の
意
見

を
大
切
に
し
な
が
ら
、
今

後
も
人
事
評
価
制
度
の
改

善
を
図
っ
て
い
く
。

ど
う
伝
え
た

町
長
メ
ッ
セ
ー
ジ

役
職
配
置
の一

貫
性
は

人
事
評
価
の改

革
で
は

西
にし

方
かた

茂
しげ

太
た

　議員 地方経済を良くするための
取り組みは

▲第５次高畠町国土利用計画
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一 般 質 問

動
画
配
信
は
こ
ち
ら
か
ら

町長　毎年度見直しを重ねる

問
　
ホ
ル
ム
ズ
海
峡
封
鎖

を
発
端
と
す
る
、
原
油
不

足
や
原
油
高
騰
、
関
連
す

る
商
品
の
品
薄
状
態
、
ま

た
、
そ
れ
に
伴
い
人
件
費

や
仕
入
れ
価
格
の
上
昇
に

よ
っ
て
、
物
価
高
騰
を
招

き
、
生
活
が
苦
し
く
な
っ

て
い
る
。
一
方
、
企
業
は
、

働
き
手
の
人
材
不
足
や
利

用
者
数
が
少
な
い
こ
と
か

ら
採
算
が
得
ら
れ
ず
、
経

営
を
維
持
し
て
い
く
こ
と

が
困
難
と
な
り
、
廃
業
す

る
企
業
も
目
立
つ
よ
う
に

な
っ
た
。
こ
の
状
況
に
歯

止
め
を
か
け
る
た
め
の
、

種
ま
き
と
も
言
え
る
施
策

は
。

答
　
「
第
二
次
高
畠
町
中

小
企
業
・
小
規
模
企
業
振

興
計
画
」
を
令
和
８
年
３

月
に
策
定
し
、
ま
た
、
新

た
な
産
業
用
地
の
確
保
お

よ
び
積
極
的
な
企
業
誘
致

に
取
り
組
む
た
め
、
８
年

１
月
に
「
高
畠
町
産
業
立

地
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
策
定
し

た
。

　
毎
年
度
、
金
融
機
関
や

各
種
団
体
の
代
表
等
の
有

識
者
に
よ
る
評
価
・
検
証

を
行
い
、
見
直
し
を
重
ね

な
が
ら
、
地
域
経
済
の
活

性
化
に
向
け
た
取
り
組
み

を
進
め
て
い
く
。

問
　
人
口
減
少
が
進
み
、

若
い
世
代
は
、
住
宅
の
支

援
が
あ
る
高
畠
地
区
や
糠

野
目
地
区
、
他
市
町
に
移

住
す
る
方
も
い
る
。
こ
の

ま
ま
で
は
、
和
田
地
区
か

ら
人
が
い
な
く
な
る
日
も

遠
い
未
来
で
は
な

く
な
っ
て
く
る
。

　
和
田
地
区
を
今

後
盛
り
上
げ
て
い

く
た
め
に
、
①
八

幡
原
工
業
団
地
へ

通
勤
す
る
方
々
向

け
の
住
宅
整
備
、

②
農
地
付
き
の
中

古
物
件
の
提
供
、

③
空
き
家
バ
ン
ク

に
登
録
さ
れ
て
い

管
理
し
提
供
す
る
こ
と
は
、

修
繕
や
維
持
管
理
費
用
が

伴
い
厳
し
い
。
今
後
の
取

り
組
み
の
参
考
に
し
て
き

た
い
。

問
　
人
口
減
少
に
よ
る
課

題
の
一
つ
に
、
町
の
公
共

施
設
の
利
用
者
数
の
減
少

が
進
ん
で
い
く
こ
と
が
予

想
さ
れ
る
。
利
用
者
数
を

増
加
す
る
取
り
組
み
を
行

わ
な
け
れ
ば
、
施
設
の
維

持
管
理
の
費
用
を
ま
か
な

う
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
。

①
町
営
体
育
館
に
冷
暖
房

設
備
を
導
入
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
か
、
②
文
化

ホ
ー
ル
ま
ほ
ら
は
、
黒
字

で
あ
る
か
。
ま
た
、
稼
働

日
数
は
。

答
　
①
特
に
冷
房
設
備
の

要
望
が
多
数
あ
る
こ
と
は

承
知
し
て
い
る
が
、
費
用

や
効
果
の
面
か
ら
全
館
的

な
導
入
は
実
現
で
き
な
い

状
況
で
あ
る
。
②
運
営
状

況
に
つ
い
て
は
、
施
設
利

用
料
も
増
加
す
る
な
ど
、

企
業
収
益
と
し
て
も
順
調

で
あ
る
と
認
識
し
て
い

る
。
７
年
度
の
文
化
ホ
ー

ル
の
利
用
日
数
は
１
２
４

日
、
全
体
の
稼
働
率
と
し

て
は
53
・
56
％
で
あ
る
。

和
田
地
区
を
盛
り
上

げ
て
い
く
施
策
は

る
空
き
家
を
町
が
管
理
す

る
こ
れ
ら
の
、
住
宅
環
境

を
整
備
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
か
。

答
　
①
町
の
第
５
次
国
土

利
用
計
画
で
は
、
和
田
地

区
は
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ

ム
や
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
利
用
し
た
定
住
化
、
活

性
化
を
目
指
し
て
お
り
、

新
た
な
宅
地
分
譲
の
計
画

は
な
い
。

②
農
地
付
中
古
物
件
の
提

供
は
、
購
入
希
望
者
が
宅

地
建
物
取
引
の
手
続
き
と

農
業
委
員
会
へ
の
手
続
き

を
そ
れ
ぞ
れ
行
う
こ
と
で

可
能
で
あ
る
。

③
空
き
家
バ
ン
ク
を
町
で

公
共
施
設
を
存
続
さ

せ
る
た
め
の
施
策
は



生
ま
れ
る
前
か
ら
、
そ
の

先
駆
け
と
し
て
、
関
係
人

口
づ
く
り
の
実
践
的
な
取

り
組
み
を
重
ね
て
き
た
。

開
校
当
初
か
ら
今
日
ま
で
、

町
内
の
み
な
ら
ず
全
国
的

な
関
係
人
口
創
出
の
拠
点

で
あ
る
と
総
括
し
て
い
る
。

問
　
講
師
陣
は
一
流
の
方

が
多
く
、
学
生
に
は
魅
力

的
な
大
人
が
た
く
さ
ん
い

る
。
大
人
が
い
く
つ
に

な
っ
て
も
学
ぶ
姿
勢
、
挑

戦
す
る
姿
は
、
子
ど
も
に

と
っ
て
生
き
た
教
材
に
な

る
。
高
校
生
、
中
学
生
と

と
も
に
大
人
も
一
緒
に
学

べ
る
特
別
講
座
な
ど
を
企

画
し
て
は
ど
う
か
。
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一 般 質 問

動
画
配
信
は
こ
ち
ら
か
ら

町長　関係人口創出の拠点である

青
あお

柳
やぎ

　 貴
たかし

　議員
「熱中小学校」10年の総括は

▲「もういちど７歳の目で世界を」熱中授業

子
ど
も
と
大
人
が

共
に
学
べ
る
講
座
を

問
　 

熱
中
小
学
校
は
、

令
和
６
年
、
10
周
年
を
迎

え
、
今
ま
で
の
生
徒
数
は

１
０
０
０
人
以
上
、
講
師

数
は
延
べ
３
０
０
人
以
上
、

全
国
に
17
校
の
姉
妹
校
が

あ
る
。

　
年
齢
や
職
業
を
問
わ
ず
、

学
び
た
い
人
が
町
内
外
か

ら
集
い
、
多
様
な
交
流
が

生
ま
れ
て
い
る
。

　「
た
か
は
た
フ
ァ
ン
」を

増
や
す
要
素
が
多
く
あ
り
、

こ
れ
は
単
な
る
学
校
事
業

で
は
な
く
関
係
人
口
政
策

で
あ
る
の
で
は
。

　
町
と
し
て
、
こ
の
10
年

の
総
括
を
、
ど
の
よ
う
に

捉
え
て
い
る
か
。

答
　
熱
中
小
学
校
は
、
今

で
こ
そ
全
国
で
広
く
使
わ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
「
関

係
人
口
」
と
い
う
言
葉
が

答
　
高
畠
高
校
を
会
場
と

し
て
、
熱
中
小
学
校
の
講

師
が
授
業
を
開
催
す
る
な

ど
、
高
校
生
が
大
人
た
ち

の
熱
量
に
触
れ
、
地
域
課

題
に
共
に
取
り
組
む
機
会

を
創
出
し
、
同
時
に
、
高

畠
高
校
の
魅
力
化
へ
も
つ

な
げ
て
い
く
な
ど
の
取
り

組
み
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。

問
　
瓜
割
石
庭
公
園
は
、

高
畠
石
の
採
石
の
歴
史
や

地
域
文
化
な
ど
を
伝
え
る

貴
重
な
観
光
資
源
で
あ
る
。

　
昨
年
の
来
訪
者
は
、
現

地
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド

に
よ
る
と
、
国
内
、
海
外

13
か
国
か
ら
約
１
万
２
千

人
だ
っ
た
と
の
こ
と
。

　
将
来
に
向
け
、
公
園
の

産
業
的
・
歴
史
的
・
教
育

的
価
値
に
つ
い
て
調
査
整

理
を
進
め
る
考
え
は
あ
る

か
。

答
　
瓜
割
石
切
場
に
つ
い

て
は
、
既
に
基
礎
的
調
査

は
行
わ
れ
て
い
る
。
今
後
、

指
定
と
い
う
考
え
に
な
れ

ば
、
そ
れ
に
向
け
た
調
査

を
す
る
こ
と
に
な
る
が
、

そ
の
際
に
は
文
化
財
と
し

て
し
っ
か
り
と
「
保
存
」

す
る
手
立
て
が
必
要
と
な

る
。

問
　
ペ
ッ
ト
は
単
な
る
愛

玩
動
物
で
は
な
く
家
族
の

一
員
と
し
て
生
活
す
る

存
在
へ
変
化
し
て
い
る
。

ド
ッ
グ
ラ
ン
設
置
な
ど
の

整
備
を
す
れ
ば
交
流
人
口

増
が
期
待
で
き
る
。

　
ペ
ッ
ト
共
生
型
の
地
域

づ
く
り
の
可
能
性
に
つ
い

て
の
町
の
考
え
は
。

答
　
ド
ッ
グ
ラ
ン
な
ど
の

幅
広
い
年
代
が
交
流
で
き

る
拠
点
は
、
地
域
の
活
性

化
に
つ
な
が
る
有
効
な
手

段
で
あ
る
一
方
で
、
衛
生

面
な
ど
の
近
隣
環
境
へ
の

影
響
や
維
持
管
理
体
制
、

財
政
負
担
と
い
っ
た
課
題

も
あ
る
。
町
民
ニ
ー
ズ
を

把
握
し
な
が
ら
検
討
を
進

め
て
い
き
た
い
。

瓜
割
石
庭
公
園
の

調
査
整
理
を

ド
ッ
グ
ラ
ン
設
置
で

交
流
人
口
増
を

武
たけ

田
だ

正
まさ

隆
たか

　議員 観音岩などの
史・遺跡整備と観光の今後は

▲十三仏安置記念碑（二井宿観音岩）
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一 般 質 問

動
画
配
信
は
こ
ち
ら
か
ら

町長　魅力を生かした誘客につなげる

問
　
観
音
岩
と
小
湯
山
は
、

そ
れ
ぞ
れ
に
長
年
の
歴
史

財
産
が
あ
り
、
観
光
の
財

産
で
も
あ
る
。
今
後
の
散

策
道
整
備
や
史
跡
等
と
の

観
光
活
用
、
誘
客
対
応
に

つ
い
て
の
考
え
は
。

答
　
今
後
も
、
地
域
の
皆

様
や
関
係
団
体
の
ご
意
見

を
伺
い
、
観
音
岩
の
魅
力

を
生
か
し
た
地
域
振
興
や

誘
客
に
つ
な
が
る
取
り
組

み
に
つ
い
て
連
携
を
図
っ

て
い
く
。

　
小
湯
山
の
遊
歩
道
は
、

ク
マ
出
没
や
山
道
の
危
険

性
も
含
め
、
注
意
を
呼
び

掛
け
た
上
で
の
ご
利
用
を

お
願
い
し
て
い
く
。

問
　
歴
史
公
園
に
あ
る
池

の
橋
は
、
危
険
性
が
高
い

と
の
理
由
か
ら
通
行
止
め

と
な
っ
て
い
る
。
渡
る
楽

し
み
や
、
景
観
的
に
以
前

の
姿
が
望
ま
れ
る
。
改
善

し
通
行
で
き
る
計
画
は
あ

る
か
。

答
　
劣
化
が
著
し
い
上
に
、

良
質
な
枕
木
が
入
手
困
難

な
こ
と
か
ら
、
順
次
撤
去

し
て
い
る
。
ま
た
、
池
に

溜
ま
っ
た
泥
の
か
き
出
し

を
今
後
予
定
し
て
い
る
た

め
、
そ
れ
が
終
了
し
た
の

ち
、
そ
の
後
の
橋
の
設
置

に
つ
い
て
は
検
討
し
た
い
。

問
　
瓜
割
石
庭
公
園
は
数

多
く
の
訪
問
者
で
、
当
町

の
目
玉
の
一
つ
と
な
る
ダ

イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
景
観
資
源

だ
が
、
駐
車
場
や
案
内
看

板
の
整
備
が
不
十
分
で
あ

る
。
特
に
ト
イ
レ
の
整

備
・
改
善
は
重
要
と
思
う

が
、
整
備
の
予
定
は
。

答
　
以
前
か
ら
も
各
方
面

か
ら
指
摘
さ
れ
て
い
た
が
、

今
年
度
の
予
算
で
瓜
割
石

庭
公
園
の
常
駐
ト
イ
レ
の

設
置
整
備
を
行
う
こ
と
に

し
て
い
る
。

　
現
在
、
設
置
箇
所
、
排

水
関
係
な
ど
整
備
手
法
に

つ
い
て
協
議
を
行
い
、
年

内
完
成
を
目
指
し
て
準
備

を
進
め
て
い
る
。

問
　
ま
ほ
ろ
ば
の
里
案
内

人
の
取
り
組
み
や
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
へ
の
支

援
や
、
維
持
・
育
成
の
方

向
性
は
。

答
　
全
国
的
に
も
観
光
ガ

イ
ド
団
体
で
は
、
会
員
の

高
齢
化
や
担
い
手
不
足
が

課
題
と
な
っ
て
い
る
。
引

き
続
き
、
観
光
協
会
と
連

携
し
、
ガ
イ
ド
活
動
に
対

す
る
支
援
や
研
修
機
会
の

確
保
、
観
光
イ
ベ
ン
ト
等

へ
の
参
画
機
会
の
創
出
を

通
じ
、
活
動
の
維
持
・
充

実
を
図
っ
て
い
く
。

問
　
町
内
に
は
、
数
多
く

の
史
跡
・
遺
跡
が
あ
り
、

こ
れ
ら
の
歴
史
遺
産
と
観

光
を
結
び
つ
け
、
町
内
経

済
や
交
流
の
活
性
化
に
つ

な
げ
て
は
ど
う
か
。

答
　
第
４
次
高
畠
町
観
光

振
興
計
画
に
お
い
て
も
、

「
自
然
と
歴
史
が
体
感
で

き
る
ま
ち 

た
か
は
た
」

を
基
本
方
針
と
し
て
掲
げ
、

恵
ま
れ
た
自
然
景
観
と
多

く
の
歴
史
・
文
化
遺
産
を

生
か
し
た
観
光
の
ま
ち
づ

く
り
を
推
進
す
る
こ
と
と

し
て
い
る
。

歴
史
公
園

池
の
橋
の
復
活
は

瓜
割
石
庭
公
園
の

整
備
を

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ガ
イ
ド
へ
の
支
援
は

今
後
の
歴
史
遺
産
と

観
光
は
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●表紙のひと●

まほろば人

き・ら・り

　亀岡文殊は、文殊様をお参りするだけの場所で
はなく、仏教を身近に体験できる場所でもありま
す。地域の皆さまにも気軽にお寺へ足を運んでい
ただき、住職やお寺との交流を通して仏教に親し
んでいただける場であることを知っていただきた
いと思い、写経会を始めました。

●
●
●
●

編
集
委
員

委
員
長
　
　
青
　
柳
　
　
　
貴

副
委
員
長
　
　
竹
　
田
　
正
　
樹

委
　
　
員
　
　
秋
　
葉
　
晶
　
子

木
　
村
　
雅
　
博

金
　
子
　
睦
　
夫

佐
　
藤
　
純
　
子

西
　
方
　
茂
　
太

本会議の傍聴は自由です。本会議の傍聴は自由です。
詳しい日程は９/１以降町ホームページでご確認ください。詳しい日程は９/１以降町ホームページでご確認ください。

問い合わせ先　議会事務局☎52-4485問い合わせ先　議会事務局☎52-4485

９９月定例会を傍聴しませんか　月定例会を傍聴しませんか　
９９月４日（金）～１８日（金）月４日（金）～１８日（金）

　今回の“きらり”まほろば人は、大聖寺（亀岡文殊）ご住職の
青山和英さんです。大聖寺では、毎月第１木曜日、一般の方々を
対象に「写経会」を開いています。大日如来像の前での写経は荘
厳な雰囲気に包まれます。

写経会を始めたきっかけ

学びの場としての大聖寺（亀岡文殊）

　亀岡文殊では「智恵の文殊様」をお祀りして
おります。そのため、お参りに来られた方々が
「ここに来て学びがあった」「新たな気づきを
得ることができた」と感じられるようなお寺づ
くりを目指しています。
　また、大人の方だけでなく、子どもたちに
とっても学びや体験の機会を提供し、思いやり
や感謝の心といった道徳的な心を育むお手伝い
ができればと考えております。

写経会のこれから

　現在は写経会を中心に行っていますが、仏様
のお姿をなぞり描く「写

しゃ

仏
ぶつ

」や、自分自身と向
き合い心を整える瞑想法である「阿

あ

字
じ

観
かん

」など、
仏教にはさまざまな体験があります。
　今後はそうした体験の機会も充実させ、多く
の方に仏教の魅力に触れていただける場にして
いきたいと考えています。

青
あお

山
やま

和
わ

英
えい

さん

大聖寺（亀岡文殊）住職

　写経とは、その名のとおりお経を書き写すこと
です。お経は仏さまの教えそのものですので、写
経を通して自然と仏様の教えに触れることができ
ます。また、筆を持ち、一文字ずつ丁寧に書き写
す時間は、日常の慌ただしさから少し離れて自分
自身と向き合う時間にもなり、心を落ち着かせ、
気持ちをリフレッシュするきっかけにもなります。

写経をすることの効果

　近年、地域の方々にとってお寺が少し遠い存在
になってしまっているようにも感じています。
　写経会をきっかけに、「お寺は気軽に訪れてよ

地域の方々との交流の場

い場所なんだ」と感じていただき、参拝や交流
の機会が増えていけばありがたく思います。
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